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能なレーザードップラー (LD) 法と， 従来から血流測定法として使用されている水素電極測定(HC)




実験動物は，体重 400 g 前後の Preyer 耳介反射良好な白色モルモットで，雌雄の別なく使用した。
ネンブタール (30mg/kg) の腹腔内投与による全身麻酔の後，気管切聞を行い人工呼吸の下.に臭化パン





に挿入して乙の部分を破壊し，骨粉と bone wax ，<:て閉塞した。手術はすべて左側に行い他側を対照
-460-
とし，術後 1--7 ヶ月のものを研究対象とした。
血液循環の測定は LD法および微小電極による HC法(吸入式)と P02 法を用いた。記録部位は，










比べ低下が顕著であった。 HC~法. P02 法によって測定した蛸牛血流あるいは酸素分圧の変化は，血
圧30--80mmHg の範囲で LD法と一致し，それぞれの変化率の聞には有意な差はなかった。
























管閉塞後， 1-2 ヶ月では血圧に対する蛸牛血流の変化に異常を認めなかったが，術後 3 一 7 ヶ月で
は降圧時での血圧依存度が非術側に比し著明に増大する事が明らかになり，内リンパ水腫状態が血流
調節機能を障害させるととを証明した。
以上の研究結果は内耳性めまい，難聴の発生機序の解明に有意義であり，学位を授与されるに値す
るものと考える。
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